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た
鈴
木
家
で
は
、
⻑
⼥
・
礼

⼦
（
⼤
塚
寧
々
）
と
次
⼥
・

聡
美
（
有
森
也
実
）
が
、
遺

産
や
遺
品
の
整
理
を
し
、
実

家
を
処
分
し
て
売
却
し
お
金

を
分
け
る
こ
と
を
提
案
し
ま

す
。
し
か
し
、
弟
夫
婦
は
、

家
と
土
地
は
跡
を
継
ぐ
自
分

た
ち
の
も
と
主
張
し
、
母
の

遺
産
分
割
を
め
ぐ
り
家
族
関

係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
始
め
ま

す
。
そ
こ
に
亡
き
長
男
の
妻

・
早
苗
（
中
⼭
忍
）
も
加
わ

り
、
相
続
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展

し
ま
す
。
遺
産
相
続
で
は
、

血
縁
の
な
い
「
長
男
の
嫁
」

に
は
何
の
権
利
も
な
い
事
を

初
め
て
知
り
、
少
し
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
観
て
損
は
あ

り
ま
せ
ん
。
10
月
17
日
よ
り

全
国
劇
場
公
開
。

　

「
ソ
ー
ゾ
ク
」

は
、
仲
の
良
か
っ

た
姉
弟
に
起
き
た

「
相
続
」
で
の
家

庭
内
紛
争
を
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
描
い
た

作
品
で
す
。
高
齢

の
母
親
が
亡
く
な

り
葬
儀
が
終
わ
っ

　

「
爆
弾
」
は
、
呉
勝
浩
の

同
名
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
が

原
作
で
す
。
酔
っ
た
勢
い
で

自
販
機
と
店
員
に
暴
行
を
働

き
、
警
察
に
連
行
さ
れ
た
自

称
「
ス
ズ
キ
タ
ゴ
サ
ク
」

（
佐
藤
二
朗
）
は
霊
感
が
働

く
と
う
そ
ぶ
い
て
都
内
に
仕

掛
け
ら
れ
た
爆
弾
の
存
在
を

予
告
し
、
そ
の
言
葉
通
り
秋

葉
原
で
爆
発
が
起
き
ま
す
。

さ
ら
に
ス
ズ
キ
は
笑
み
を
浮

か
べ
な
が
ら
「
こ
こ
か
ら
３

度
、
次
は
１
時
間
後
に
爆
発

し
ま
す
」
と
告
げ
ま
す
。
交

渉
役
の
調
査
官
の
清
宮
（
渡

部
篤
郎
）
と
類
家
（
山
田
裕

貴
）
は
、
爆
弾
の
在
り
か
を

聞
き
出
そ
う
と
し
ま
す
が
、

の
ら
り
く
ら
り
と
か
わ
さ

れ
、
２
回
目
の
爆
発
が
起
こ

り
ま
す
。
ス
ズ
キ
は
勝
手
な

持
論
や
爆
弾
に
関
す
る
謎
め

い
た
ク
イ
ズ
を
出
し
て
二
人

の
取
調
官
を
翻
弄
し
て
い
き

ま
す
。
警
察
は
、
次
に
仕
掛

け
ら
れ
た
爆
発
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
の
か
…
。
他
の
出

演
は
、
伊
藤
沙
莉
、
染
谷
将

太
、
坂
東
龍
汰
、
寛
一
郎
な

ど
。
佐
藤
二

郎
の
怪
演
と

山
田
裕
貴
の

反
応
が
す
ご

く
て
ス
ク
リ

ー
ン
に
く
ぎ

付
け
で
し

た
。
10
月
31

日
よ
り
全
国

劇
場
公
開
。

「
ソ
ー
ゾ
ク
」「
爆
弾
」

　共済加入拡大は、組合員とその家族の生活
を守り、組合員とのつながりを深め、組合の
日常活動の活性化や組織強化につながりま
す。また加入している組合員は、自分の相談
内容が解決してもすぐに組合を脱退しない傾
向になります。共済は労働組合や組合員をつ

なぎとめる役割もあります。
　今年4月から「おうちの安心共済(火災共
済）」の内容を充実させ、自然災害特約制度
を新設しました（一般損保掛金の半額以下）。
　この特約を付帯すると掛金は現行の2倍に
なりますが地震保障は基本契約の2倍(最高

600万円)になり、風水害等は基本契約の1.5
倍～3倍(最高900万円)の保障になります。ま
た、今なら特約の掛金1年分プレゼントを行
っています。是非このチャンスを利用し、自
らの保険を見直し、組合員にも語り拡げてく
さい。

ヒ
ン
ト　

最
低
賃
金
の
…

出
題
＝
山
本
汎
昭

切
れ
た

�
秦
の
第
１
世
皇
帝

�
だ
だ
を
こ
ね
る
子
供

�
羽
子
（
は
ね
）
つ
き
で
用

い
る
板

�
極
め
て
近
い
こ
と
。
○
○

〇
距
離

⓴
分
家
、
新
宅

�
○
○
ダ
ル
マ
、
○
○
合
戦

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
桶
狭
間
の
・
関
ケ
原
の
～

❹
薄
明
り
の
残
る
夕
方
。
○

○
〇
ゲ
ー
ム

❼
誠
に
○
○
〇
に
存
じ
ま
す

（
謝
る
時
の
決
ま
り
文
句
）

❽
こ
の
～
が
目
に
入
ら
ぬ

か
！（
黄
門
様
の
セ
リ
フ
）

❾
何
も
ま
ぜ
な
い
湯

❿
絵
・
土
佐
・
更
科
・
十
六

夜
～

⓫
建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
建
て
替
え
る
こ
と

�
鉛
筆
の
○
○
を
削
る

�
文
明
の
発
展
に
〇
〇
す
る

⓰
お
は
ら
い
・
玉
手
・
下
駄

・
筆
～

�
出
汁
。
何
と
読
む

タ
テ
の
カ
ギ

❶
大
き
な
差
。
僅
差
の
対

❷
地
面
に
柱
を
立
て
、
高
く

張
っ
た
床

❸
忙
中
○
○
あ
り

❹
謀
反
人
の
立
て
る
旗
。
○

○
○
を
翻
す

❺
有
罪
。
判
決
は
○
○
と
出

た
❻
♪
～
か
ん
ざ
し
買
う
を
見

た
…

❽
和
歌
は
一
首
、
俳
句
は
？

�
土
曜
日
の
次
の
日

�
必
死
に
駆
け
つ
け
○
○
が

�
内
へ
引
き
上
げ
て
開
け
る

格
子

�
指
先
を
突
か
れ
た
た
め
に

起
こ
る
症
状

�
場
所
・
住
所
を
移
す
こ

と
。
○
○
○
通
知

�
前
期
、
〇
〇
〇
、
来
期

�
小
さ
く
て
愛
す
べ
き
さ

ま
。
～
な
幼
児

　

８
月
号
の
答
え
は
「
シ
ユ

ウ
セ
ン
キ
ネ
ン
ビ
（
終
戦
記

念
日
）」
で
し
た
。
応
募
数

は
ハ
ガ
キ
11
通
、
メ
ー
ル
１

０
７
通
、
合
計
１
１
８
通
で

し
た
。
次
の
10
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。
職

場
の
近
況
や
機
関
紙
の
感
想

な
ど
を
お
送
り
下
さ
い
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

乗
鞍
弘
仁
（
八
尾
市
職
労
）、

松
岡
直
人
（
東
大
阪
市
職

労
）、
小
間
物
谷
な
つ
子（
貝

塚
市
職
労
）、
渡
部
千
春（
大

東
教
組
）、
高
橋
翔
吾
（
泉

大
津
市
教
職
員
組
合
）、
中

村
寿
枝
（
千
代
田
学
園
分

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏名･組合
名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034　大阪市北区錦町2-2 
　　　　国労大阪会館1Ｆ 大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉11月25日（火）
　　　　〔発表は12月号〕
〈賞品〉�正解者の中から抽

選で10人に図書カ
ードを贈ります

会
）、
国
田
静

香
（
大
阪
い
ず

み
市
民
生
協
労

組
）、
森
實
瞳

（
西
淀
川
医
療

労
組
）、
平
田

昌
美
（
お
お
さ

か
パ
ル
コ
ー
プ

労
組
）、
小
林

万
真
（
大
阪
福

祉
事
業
財
団
分

会
）

【とき方】二重カッコをアルファベット順
に並びかえてください。あらわれた言葉・
成句・詩歌が答えです。
一部の文字は濁点に読み替えてください。

　　秋の共済拡大キャンペーン秋の共済拡大キャンペーン
10月1日から始まりました10月1日から始まりました

キャンペーンの特典を活用し、仲間を増やそう！
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８
月
17
日
、
大
阪
医
労
連
は
、
大
阪
市
此
花
区

に
あ
る
「
大
阪
暁
明
館
病
院
」
で
労
働
組
合
を
結

成
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
２
月
に
、
大
阪
暁
明
館
病
院
で
働
く
看

護
師
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
の
労
働
相
談
が
あ
り
、
当

初
、
個
人
加
盟
の
組
合
に
加
入
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
実
態
調
査
お
よ
び
是
正
を
求
め
て
、
労
働

組
合
加
入
通
知
と
団
体
交
渉
の
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
じ
病
院
の
職
員
か
ら
別
件

の
パ
ワ
ハ
ラ
の
労
働
相
談
が
あ
っ
た
た
め
、
二
人

同
時
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
が
、
病
院
側
か

ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
調
査
を
開
始
す
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
後
の
進
展
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
に
、
さ
ら
に
も
う
一
人
か

ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
が
あ
り
、
医
労
連
の
呼
び

か
け
で
３
人
が
集
ま
り
、
労
働
組
合
の
結
成
を
決

意
し
ま
し
た
。

　

８
月
18
日
、
労
働
組
合
結
成
通
知
と
と
も
に
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
し
速
や
か

に
是
正
す
る
こ
と
な
ど
、
労
働
環
境
改
善
を
中
心

と
し
た
要
求
書
を
提
出
し
、
９
月
に
は
新
た
な
仲

間
が
一
人
加
わ
り
、
労
働
組
合
加
入
運
動
も
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
職
場
で
横
行
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

悩
ん
で
い
る
職
員
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

「
月
に
１
回
は
必
ず
顔
を
見
て
話
を
す
る
機
会

を
作
ろ
う
」
と
会
議
の
定
例
化
も
進
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
や
家
庭
事
情
も
違
い
ま
す

が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
両
立
し
な
が
ら
、
組
合
活

動
や
仲
間
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
、
組
合
の
拡

大
・
強
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

「「ハラスメントハラスメントををなくして欲しいなくして欲しい」」とと
組合結成！組合結成！

結成後も
加入が続く

医労連医労連


